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鹿大 ｢進取の精神｣ 支援基金は、地域活性化の中核的拠点の構築、世界に開かれた教育・研

究拠点の形成を図るため、2015（平成27）年に創設されました。これまで、多くの法人・団体、

同窓生、保護者及び教職員の皆様方からご寄附を賜り、人材育成やイノベーション機能の強化、

質の高い教育研究の推進、地域貢献活動の活性化に向けた整備・充実に、大切に活用させてい

ただいております。特に令和２年度は、コロナ禍によるアルバイト収入の減少で生活困窮に喘

ぐ学生に対して、「鹿児島大学学生緊急支援金」を募り、約400名の学生の学びを支援すること

ができました。これもひとえに、皆様方からの多大なるご支援によるものと、心より御礼申し

上げます。

鹿児島大学は、９つの学部と９つの大学院研究科を擁し、約11,000名の学部学生及び大学院

生が在籍する南九州最大の総合大学です。明治以降に設立された旧制第七高等学校造士館をは

じめ各種の高等専門学校を統合して1949（昭和24）年に新制国立鹿児島大学が発足し、歴史を

積み重ね、2019（令和元）年に70周年の節目を迎えました。この70年の間には、戦後の復興と

高度経済成長を経て、日本は世界有数の先進国となり、平和な社会を獲得しました。本学はそ

の間、最先端の学術研究の教育を受けた多くの人材を輩出して大きな役割を果たしてきました。

本学の大学憲章では、「自主自律と進取の精神を培い、自ら困難に立ち向かい、地域社会や国

際社会で活躍しうる人材を育成する」と謳っています。また、本学の位置する鹿児島は、アジ

アと世界の諸地域に開かれた南の玄関口として、海外との交流を通じ異文化の導入を率先して

行い、豊かな文化や学術を育み、我が国の変革と近代化を推進した進取の精神にあふれる人材

を数多く輩出してきた地でもあります。

今後、本学は、南九州から南西諸島など南北600キロにおよぶ県土をキャンパスとして、そ

こにある自然・歴史・風土・産業を土台としつつ、地域とともにある大学としての「地 ( 知 )

の拠点」の活力を通じて、そしてまた「智の力」をもって地球レベルの困難に立ち向かう人材

育成機関として、“ 進取の精神で、地域と世界の未来に挑む教育研究拠点 ” となることを目指

してまいります。

今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

国立大学法人鹿児島大学

学長　井 戸　章 雄

「進取の精神で、
　  地域と世界の未来に挑む
	 教育研究拠点」を目指して



鹿大「進取の精神」支援基金は、地域活性化の中核的拠点の構築、世界に開かれた教育・研究
拠点の形成を図るため、人材育成及びイノベーションの機能の強化、質の高い教育研究の推進及
び地域貢献活動の一層の活性化に向けて整備・充実を図ることを目的としております。

本基金は、各種の教育・研究活動に幅広く活用させていただく一般資金、使途を特定した特定
資金により構成されており、支援目的を選択してご寄附いただけます。

学生の海外派遣や留学生受入支援、若手研究者の支援など教育・

研究・社会連携活動等を幅広く支援します。

＜現在進行中のプロジェクト＞
・学生海外派遣事業
・地域貢献人材育成事業
・留学生受入推進事業
・鹿児島大学地域活性化研究支援事業（若手研究者向け）

①鹿児島大学修学支援事業基金
経済的な理由により修学が困難な学生等に対して経済的支援を行い、

勉学の意欲のある学生を支援します。

＜現在進行中のプロジェクト＞
・鹿児島大学離島出身者支援スタートアップ奨学金
・鹿児島大学編入学生修学支援
・鹿児島大学大学院生修学追加支援

※令和２年度には、本基金を活用して、新型コロナウイルス感染拡大の影響により大幅にアルバ
イト収入が減少した学生、又は家計が急変した世帯の学生など生活要支援の状態にある学生に
対し、返済を要しない「鹿児島大学学生緊急支援金」の給付を行いました。

寄 附 の メ ニ ュ ー

一般資金（全学的な活動を支援）

特定資金（特定の事業を支援）



②学部等支援基金

鹿児島大学歯学部基金 https://w3.hal.kagoshima-u.ac.jp/news/topics/424-2016-10-11-02-15-56.html

歯学部の教育研究の充実や施設・環境整備、国際医療人の育成等に関
する事業を支援します。

鹿児島大学病院基金 https://www.hosp.kagoshima-u.ac.jp/fund/

鹿児島大学病院の病院設備の充実や施設および環境整備、医療従事者
の育成、教育研究の充実、社会・国際貢献等に関する事業を支援します。

鹿児島大学練習船基金 https://www.fish.kagoshima-u.ac.jp/blog/graduaters/shipfund/

水産学部附属練習船を用いた教育、研究、社会・国際貢献の充実や練
習船の環境整備等に関する事業等を支援します。

鹿児島大学医学部医学科教育基金 https://www.kufm.kagoshima-u.ac.jp/~med/public/donation/

医学部医学科の教育の充実や施設および環境整備、地域または国際医
療人の育成等に関する事業等を支援します。

鹿児島大学教育学部附属学校園基金 https://www2-edu.edu.kagoshima-u.ac.jp/hogosha/fuzokukikin2/

教育学部附属学校園（幼・小・中・特支）の安心・安全面からの環境整備や教
育環境の維持および充実、先導的研究・実践などの充実、教育実習の充実等を支援します。

鹿児島大学動物病院基金 https://www.vet.kagoshima-u.ac.jp/KUVTH/fund/

動物病院の病院設備の充実や環境整備、獣医療従事者、教育研究の充
実、社会・国際貢献等に関する事業を支援します。

鹿児島大学工学部教育研究支援基金 https://www.eng.kagoshima-u.ac.jp/other/kikin/

工学部及び理工学研究科工学系の研究成果の学術雑誌での発表に係わる
助成や大学院学生の海外での国際学会発表派遣助成等に関する事業を支援します。

鹿児島大学 SKLV センター基金 https://www.vet.kagoshima-u.ac.jp/facilities/sklv/kikin/

畜産・獣医技術者の教育研究の充実や研修に関する事業等を支援
します。

鹿児島大学農学部基金 https://www.kagoshima-u.ac.jp/kifukin/post-23.html

農学分野の教育研究支援や国際交流促進、施設及び環境の整備充実に
資する事業等を支援します。



鹿大「進取の精神」支援基金では、Web サイト、本学所定の振込用紙もしくは寄附申込書によ

るお申し込みにて、ご寄附を受け賜っております。
※本学所定の振込用紙で指定金融機関（ゆうちょ銀行・郵便局、鹿児島銀行）窓口からお振り込みされる場合は、振込

手数料は本学が負担いたします。
※その他の金融機関からお振り込みされる場合や本学所定の振込用紙を使用されない場合は、振込手数料は寄附者のご

負担とさせていただいております。

鹿大「進取の精神」支援基金への寄附はインターネットでの手続きが便利です。

寄 附 の 方 法

Web 申込フォームよりお申し込みいただき、下記の方法によりご寄附いただけます。
●クレジットカード決済 ●コンビニ決済 ●インターネットバンキング決済（Pay-easy） ●金融機関からの振込

※ Web 申込フォームより「金融機関からの振込」によるご寄附をお申し込みいただいた方には、折り返し本学所定の振込用
紙を送付いたします。

本学所定の振込用紙（寄附申込書も兼ねています）もしくは寄附申込書によりお申し込みいただ

いた後、金融機関からの振込によりご寄附いただけます。本学所定の振込用紙もしくは寄附申込

書をご提出いただけない場合、寄附者の確認が困難になり、寄附金領収書をお送りできない場合

がございます。必ず、いずれかの方法によるお手続きをお願いいたします。
※金融機関からの振込をご希望の方は、鹿児島大学（総務課広報・渉外室）へご連絡いただければ、折り返し本学所定

の振込用紙もしくは寄附申込書を送付いたします。

Web サイトによるご寄附

振込用紙もしくは寄附申込書によるご寄附

もしくは https://www.kagoshima-u.ac.jp/kifukin/ にアクセスしてください。

鹿児島大学　基金 検索

■鹿児島大学ホームページ

をクリック



※ご不要になった本（原則 ISBN コードがあり、出版から10年位までのもの）・DVD 等を段ボール箱に詰め、電話
（☎0120-29-7000）または WEB からお申し込みいただければ、ご指定の場所・時間に業者が引き取りに伺います。
（5点以上から何箱でも送料無料です。）

※ただし、「タバコ・カビ臭」「付属品の欠品」「著しい汚れ・破損」のあるものや、週刊誌はお取り扱いできません。

鹿児島大学では、所有しておられる資産の一部を、将来、本学に遺贈（遺言によるご寄附）した

いとお考えの方に対し、遺言信託業務を取り扱う提携銀行をご紹介しております。提携銀行では、

遺言書作成のご相談から遺言内容の執行まで、専門のスタッフがサポートいたします。
※本学への遺贈をご希望される場合は、鹿児島大学（総務課広報・渉外室）へお問い合わせください。また、提携銀

行へ直接お問い合わせいただいても結構です。

【提携信託銀行（五十音順）】鹿児島銀行 金融資産コンサルティング部 信託グループ／みずほ信託銀行 鹿児島支店／
三井住友信託銀行 鹿児島支店

リサイクル募金とは、皆様から読み終えた本・DVD・ブラ

ンド品等をご提供いただき、その査定換金額が鹿児島大学

に寄附される取り組みです。

寄附金は、質の高い教育研究の推進及び地域貢献活動の一

層の活性化に向けた整備・充実に役立てられます。

申込受付から査定・報告､ および送金は ｢リサイクル募金

きしゃぽん｣（運営：嵯峨野株式会社）が担当します。

遺贈によるご寄附

リサイクル募金

鹿児島大学　リサイクル募金 検索

もしくは kishapon.com/kagoshima-u/ にアクセスしてください。

・切手、ハガキ、商品券	 ・貴金属	 ・ブランド品、時計
・カメラ	 ・本、DVD、CD、ゲーム	 ・骨董、絵画、掛け軸
・蒸留酒	 ・万年筆	 ・トレカ、フィギュア、模型
・ゴルフ道具	 ・バイオリン、ギター、ピアノ	 ・スマホ、タブレット
・和装小物	 ・喫煙具（zippo）	 ・工具　など

取
扱
品
目

その他にも、リサイクル募金や遺贈によるご寄附も受け賜っております。



寄附をした翌年1月1日時点でお住まいの都道府県・市区町村が、条例で本学を寄附金税額控除の対
象として指定している場合、寄附金額（総所得の30％が限度）から2千円を除いた額に対し、都道府県
は4％、市区町村は6％を乗じた額が、翌年の住民税から控除されます。（双方指定の場合10％）
※鹿児島大学は、鹿児島県、鹿児島市から寄附金税額控除の対象として指定を受けています。その他の自治体につきましては、各自

治体へお問い合わせください。

▪ 所得税の優遇措置

▪ 住民税の優遇措置

税 制 上 の 優 遇 措 置

　法人税法第37条第3項第2号により、寄附金の全額損金算入が可能です。

法人からのご寄附

個人からのご寄附

●修学支援事業基金以外へのご寄附（所得控除方式のみ）
寄附金額（総所得金額等の40％が限度）から2千円を除いた額を課税所得金額から控除すること
ができます。

●修学支援事業基金へのご寄附（所得控除方式もしくは税額控除方式）
（修学支援事業へのご寄附に対しては、「所得控除」に加え、「税額控除」も適用対象となりましたので、確定申告の際、所得控除又
は税額控除のいずれか有利な方式をご選択いただけます。）

寄附金額（総所得金額等の40％が限度）から2千円を除いた額を所得税額から直接控除すること
ができます。そして、所得控除方式と比較して有利な方をご選択いただけます。

■所得控除とは
寄附者の所得に応じた税率を乗じて控除額を決定します。所得控除を行った後に所得税率を乗じるため、所得金
額に対して寄附金額が多い場合や所得税率の高い方の場合、所得控除を選択した方が有利な場合があります。確
定申告の際は寄附金領収書の提出が必要となります。（「税額控除に係る証明書（写）」は必要ありません。）

■税額控除とは
所得税額から直接寄附金額の一定割合を控除します。所得税率に関係なく直接控除されるため、多くの方にとっ
て所得控除より減税効果が大きくなります。確定申告の際は寄附金領収書と「税額控除に係る証明書（写）」の
提出が必要となります。（「税額控除に係る証明書（写）」は寄附金領収書とともにお送りいたします。）

所得金額 寄附金額※−2千円− 税率×
※寄附金の額が総所得額の40％を超える場合は40％相当額

所得金額 税率× 寄附金額※①−2千円− 40％×

※①寄附金の額が総所得額の40％を超える場合は40％相当額
※②控除対象額が所得税額の25％を超える場合は25％相当額

諸控除後（扶養控除等）の所得額

控除対象額 ※②

　鹿大「進取の精神」支援基金へのご寄附には、税法上の優遇措置が適用されます。



寄附金のご入金の確認ができ次第、「寄附金領収書」をお送りします。確認作業の関係上、多少

のお時間を頂戴する場合がございますので、あらかじめご了承願います。なお、寄附金領収書の

発行日は、以下のとおりです。

クレジットカード決済／コンビニ決済／
インターネットバンキング決済（Pay-easy） 寄附金支払手続きの決済完了日※

金融機関からの振込 本学に入金された日付

※収納代行業者から本学への入金が決済完了日の翌月末日の送金となりますので、領収書の発行までに約1～2カ月のお
時間を頂戴しております。年末にご寄附いただく場合、領収書の発送が確定申告期間の間際になる場合がありますの
で、特にご留意ください。

＜寄附金領収書などに関するお問い合わせ先＞
鹿児島大学 財務部経理課出納係　TEL：099-285-3355
	 E-mail：cashier@kuas.kagoshima-u.ac.jp

基金に関するお問い合わせ先
鹿児島大学 総務部総務課広報・渉外室　基金・渉外係　
〒890-8580 鹿児島市郡元1丁目21番24号
TEL：099-285-3101　FAX：099-285-3854
E-mail：s-kikin@kuas.kagoshima-u.ac.jp
URL：https://www.kagoshima-u.ac.jp/kifukin/

ご寄附いただきました方々への感謝の意を込めて顕彰させていただきます。なお、掲載をご希

望されない寄附者様につきましては、掲載いたしません。

寄附金領収書について

寄 附 者 へ の 謝 意

【一般資金および鹿児島大学修学支援事業基金へのご寄附】

個人の場合は20万円以上、法人・団体の場合は50万円以上の寄附者

様のご芳名を記載した銘板を「学習交流プラザ」（郡元キャンパス）

に掲示させていただきます。
※「学部等支援基金」へのご寄附につきましては、それぞれ取扱いが異なりますので、下記の連絡

先までお問い合わせください。

寄附者様のご芳名・ご寄附額を広報誌「鹿大ジャーナル」に掲載させて

いただきます。

銘板による顕彰

広報誌による顕彰
KADAI Journal
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